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Ⅱ 調査結果 

（１）男女の地位の平等感 

（ア）家庭生活で 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、女性では、「女性優遇」「どちらかと言えば女性優遇」を合わせ

た“女性が優遇されている”の割合が減少し、女性、男性ともに「平等」の割合が増加しています。 

 

 
【女性】 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

1.3

2.9

3.9

7.8

32.2

19.6

28.0

35.2

15.0

20.5

18.5

11.2

1.1

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

5.1

4.0

7.7

9.9

44.9

27.6

18.2

33.5

7.4

8.8

16.1

12.5

0.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（イ）職場で 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、男性で“女性が優遇されている”の割合が増加し、女性、男性

ともに「どちらかといえば男性優遇」「男性優遇」を合わせた“男性が優遇されている”の割合が減少

しています。 

 
 
【女性】 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

0.7

0.9

5.2

3.5

34.3

20.5

22.2

36.6

12.8

21.6

20.9

13.8

3.9

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

4.5

1.1

12.5

7.0

37.0

22.1

19.6

34.2

7.7

18.0

16.7

11.8

2.1

5.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（ウ）学校教育の場で 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、女性、男性ともに「平等」の割合が増加しています。 

 
 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

O.4

0.3

2.0

1.4

45.7

39.2

11.1

16.7

5.0

4.9

31.5

34.0

4.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

1.8

0.4

6.0

2.6

48.2

43.0

7.1

14.0

2.4

2.9

31.5

30.9

3.0

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（エ）地域や社会活動の場で 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、男性で“男性が優遇されている”の割合が減少しています。 

 
 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

0.4

0.3

3.5

4.6

23.7

18.7

32.0

34.0

12.4

13.0

25.7

26.5

2.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

2.7 9.2

7.0

33.9

23.5

24.4

36.8

8.3

7.0

20.5

22.1

0.9

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（オ）政治の場で 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、女性、男性ともに“男性が優遇されている”の割合が減少して

います。 

 
 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

0.4

0.6

0.4
5.9

4.0

34.3

33.4

39.6

46.1

16.7

12.7

2.6

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

0.9

0.4

3.0

2.6

17.3

9.9

31.0

32.0

28.9

33.1

18.2

18.8

0.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（カ）法律や制度に関して 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、男性で“女性が優遇されている”の割合が増加し、女性、男性

ともに“男性が優遇されている”の割合が減少しています。 

 

 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

0.4

0.3

5.4

2.0

21.1

13.8

25.7

25.1

17.2

23.6

27.8

32.0

2.4

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

4.2

1.1

11.3

8.5

34.2

25.7

19.6

21.0

8.6

12.5

21.4

27.9

0.6

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（キ）就職・採用の際に 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、女性、男性ともに“男性が優遇されている”の割合が減少して

います。 

 
 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

1.1

0.6

24.6

13.5

31.7

37.5

13.7

19.6

25.9

25.9

3.0

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

1.8

0.7

3.9

2.9

34.2

20.2

28.0

31.6

8.0

19.1

23.5

21.7

0.6

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性優遇 どちらかと言えば女性優遇

平等 どちらかといえば男性優遇

男性優遇 わからない

無回答
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（２）役割分担意識 

（ア）自身の固定的な役割分担意識【夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ】 

【性別にみた経年比較】 

性別で令和元年度調査と比較すると、女性、男性ともに「どちらかといえばそう思わない」「そう思

わない」を合わせた“そう思わない”の割合が増加しています。 

 
【女性】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【男性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答者数 =

令和６年度調査 460

令和元年度調査 347

0.7

2.3

5.0

10.4

10.2

28.2

79.8

46.7

3.9

11.2

0.4

1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和６年度調査 336

令和元年度調査 272

1.5

5.5

9.5

16.9

15.2

31.3

67.0

34.6

6.8

10.7 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答
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（イ）身近な人の言動や態度に固定的な役割分担意識を感じるか 

『父母（または義理の父母）』で「感じる」「どちらかといえば感じる」を合わせた“感じる”の割合

が高くなっています。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 父母（または義理の父母） 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、男性より女性で“感じる”の割合が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 祖父母（または義理の祖父母） 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、男性より女性で“感じる”の割合が高くなっています。 

 
 

 

 

 

 

 

  

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない

感じない わからない 対象者がいない

無回答

職場の上司

配偶者・パートナー

父母
（または義理の父母）

祖父母
（または義理の祖父母）

10.5

7.3

19.0

17.2

19.5

17.6

26.5

17.2

14.2

13.1

11.1

4.8

26.3

25.6

23.0

15.9

7.8

5.2

6.3

7.2

19.5

29.0

11.3

33.7

2.4

2.2

2.8

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

女性 460

男性 336

20.2

16.1

27.4

25.6

11.3

11.0

22.4

25.9

5.9

6.0

10.0

12.8

2.8

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない

感じない わからない 対象者がいない

無回答

回答者数 =

女性 460

男性 336

20.4

12.5

18.0

16.1

3.7

6.3

14.1

19.3

6.5

7.7

32.6

35.4

4.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

感じる どちらかといえば感じる どちらかといえば感じない

感じない わからない 対象者がいない

無回答
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（３）理想の働き方 

（ア）理想の働き方（雇用形態） 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、女性では、「正規の職員、職員でフルタイム勤務」の割合が 58.0％と最も高く、

次いで「正規の職員、職員で短時間勤務」の割合が 49.1％、「パート、アルバイト」の割合が 16.5％と

なっています。男性では、「正規の職員、職員でフルタイム勤務」の割合が 69.6％と最も高く、次いで

「正規の職員、職員で短時間勤務」の割合が 32.1％、「自営業・家族企業（法人以外）」の割合が 20.8％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

％

正規の職員、職員でフルタイム勤務

正規の職員、職員で短時間勤務

パート、アルバイト

派遣・嘱託・契約・非常勤などの
社員・職員でフルタイム勤務

派遣・嘱託・契約・非常勤などの
社員・職員で短時間勤務

会社役員・経営者

自営業・家族企業（法人以外）

家事専業

その他

無回答

58.0

49.1

16.5

5.9

9.6

9.1

8.5

6.1

2.2

2.0

69.6

32.1

6.3

4.2

7.7

17.9

20.8

4.8

4.8

2.1

0 20 40 60 80 100

女性

（回答者数=460）

男性

（回答者数=336）
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（イ）男女ともに働きがい・働きやすさを感じられる社会に必要なこと 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、女性では、「性別に関わらず家庭との両立を可能にする働き方の支援」の割合が

61.5％と最も高く、次いで「女性が結婚・妊娠・出産後も仕事を続けやすい職場風土づくり」の割合が

55.7％、「賃金や昇進・昇給等の労働条件面での男女格差の是正」の割合が 43.3％となっています。男

性では、「性別に関わらず家庭との両立を可能にする働き方の支援」の割合が 55.4％と最も高く、次い

で「女性が結婚・妊娠・出産後も仕事を続けやすい職場風土づくり」の割合が 51.5％、「社会全体で「男

は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識をなくす」の割合が 41.4％となっています。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
  

％

性別に関わらず家庭との両立を
可能にする働き方の支援

女性が結婚・妊娠・出産後も仕事を
続けやすい職場風土づくり

社会全体で「男は仕事、女は家庭」
といった固定的な性別役割分担意識を
なくす

賃金や昇進・昇給等の労働条件面での
男女格差の是正

男性が家事・育児・介護等の役割を
担えるような風土や意識の醸成

セクシュアルハラスメントなどを防止
するための取組み

女性管理職や女性役員の積極的な登用

その他

当てはまるものがない

無回答

61.5

55.7

39.1

43.3

37.0

14.1

6.1

1.7

0.9

2.4

55.4

51.5

41.4

34.5

29.8

15.8

11.0

2.7

1.8

1.2

0 20 40 60 80 100

女性

（回答者数=460）

男性

（回答者数=336）
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（４）ワーク・ライフ・バランス 

（ア）ワーク・ライフ・バランスの満足度 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、大きな差はみられません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（イ）夫婦のキャリアに関する考え方 

【性別にみた比較】 

性別で比較すると、女性では、「お互いキャリアアップを目指していく」の割合が 40.9％と最も高く、

次いで「配偶者・パートナーのキャリアを優先していく」の割合が 34.9％となっています。男性では、

「お互いキャリアアップを目指していく」の割合が 51.1％と最も高く、次いで「自分のキャリアを優

先していく」の割合が 23.7％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答者数 =

女性 460

男性 336

9.6

9.8

38.0

36.6

18.9

17.6

10.9

11.6

17.4

20.5

5.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している どちらかといえば満足している

どちらかといえば満足していない 満足していない

わからない・その他 無回答

回答者数 =

女性 149

男性 131

40.9

51.1

34.9

6.1

4.7

23.7

2.0

2.3

17.4

14.5 2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

お互いキャリアアップを目指していく

配偶者・パートナーのキャリアを優先していく

自分のキャリアを優先していく

そのた

わからない

無回答


